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護
者
が
大
学
教
育
を
受
け
て
い
な
い
場

合
も
多
く
、
家
庭
で
話
を
共
有
し
に
く

い
。そ
こ
で「
大
学
の
授
業
を
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
体
験
し
て
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
」
と
小
杉
氏
は
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　

高
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
ど
う
か
。

小
杉
氏
は
「
私
は
高
校
で
『
や
り
た
い

仕
事
』
を
絞
り
込
む
の
は
大
反
対
で
す
。

そ
の
仕
事
が
将
来
あ
る
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
高
校
で
は
『
将
来
、
自

分
で
食
べ
て
い
く
、
自
立
す
る
存
在
と

い
う
自
分
』
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
い
い
。
生
活
的
に
も
経
済
的
に
も
自

立
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
な
の
で
す
」

と
強
調
す
る
。
高
校
で
押
さ
え
た
い
の

は
、「
今
の
学
び
が
自
分
の
将
来
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
」と「
将
来
へ
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
の
大
学
」
で
あ
る
。

　

そ
し
て
高
校
生
と
し
て
身
に
つ
け
る

べ
き
は
「
学
力
」、と
り
わ
け
「
国
語
力
」

だ
と
小
杉
氏
は
強
調
す
る
。「
言
葉
を

使
う
こ
と
が
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
基
本
で
す
。
こ
れ
は
文
章
を
読
み
、

自
分
の
考
え
を
書
く
こ
と
で
培
わ
れ
ま

す
。
例
え
ば
小
論
文
な
ど
、
読
ん
だ
り

書
い
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ

と
を
、
ぜ
ひ
生
徒
さ
ん
に
伝
え
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
」。

�

（
取
材
・
文
／
福
永
文
子
）

い
て
い
た
。「
や
は
り
一
生
懸
命
、キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
を
行
っ
て
い
る
大
学
は

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
」
と
小
杉
氏
。

　

た
だ
し「
就
職
担
当
教
員
と
の
連
携
」

や「
教
員
と
の
頻
繁
な
情
報
交
換
」な
ど

は
ま
だ
未
就
職
率
低
下
に
は
結
び
つ
い

て
お
ら
ず
、
学
部
教
育
に
キ
ャ
リ
ア
教

育
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
ど
う
位
置

付
け
て
い
く
の
か
、
課
題
も
見
え
る
。

　

な
お
以
下
の
未
就
職
率
30
％
以
上
の

私
立
大
学
の
声
は
、「
大
学
以
前
」
の

問
題
を
示
す
も
の
だ
。「
基
礎
学
力
の

低
い
学
生
、
基
礎
学
力
は
あ
っ
て
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
い
学
生
、

職
業
意
識
の
低
い
学
生
、
ま
た
社
会
人

と
し
て
の
考
え
方
や
行
動
が
で
き
な
い

学
生
等
多
様
な
学
生
の
就
職
支
援
や

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
す
る
た
め
に
は
、

大
学
全
体
で
支
援
体
制
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
」「
学
生
の
二
極

化
が
進
み
、
従
来
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
で
は
足
り
な
い

（
キ
ャ
リ
ア
教
育
以
前
の
基
礎
的
学
力
・

社
会
的
適
応
力
な
ど
が
不
足
し
た
）
学

生
が
増
え
て
い
る
の
で
、
従
来
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
見
直
し
、
修
正
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」。同
様
の
声

は
国
公
立
大
学
か
ら
も
聞
か
れ
た
。

中
退
し
な
い
大
学
を
！

　

こ
う
し
た
大
卒
未
就
職
者
の
現
状
を

踏
ま
え
、
受
験
生
の
大
学
選
択
で
重
要

な
こ
と
は
何
か
。
小
杉
氏
に
た
ず
ね
た
。

　

ま
ず
一
つ
は
、「
卒
業
生
の
進
路
の

把
握
」
で
あ
る
。「
卒
業
生
数
と
同
時

に
就
職
者
や
進
学
者
、
そ
の
他
の
進
路

に
つ
い
て
具
体
的
に
公
表
し
て
い
る
大

学
は
信
頼
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
」
と

小
杉
氏
は
言
う
。
こ
れ
ら
を
各
大
学
Ｈ

Ｐ
の
「
大
学
の
認
証
評
価
」
な
ど
で
調

べ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
や
正
課
教
育
で

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
も
重
要
に
な
る
。
小

杉
氏
は
「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
教
員

組
織
と
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん

で
い
る
か
ど
う
か
」「
学
部
学
科
教
育

で
、
文
科
省
の
学
士
課
程
答
申
で
出
さ

れ
た
『
汎
用
的
な
能
力
』
ま
で
意
識
し

た
教
育
、
例
え
ば
Ｐ
Ｂ
Ｌ
な
ど
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
の
能
動
的
な
学
習
が
プ
ロ

グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
見
る

こ
と
」を
説
く
。ま
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
で
は
、「
学
内
で
の
企
業
説
明
会
（
オ

ン 

キ
ャ
ン
パ
ス 

リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン

グ
）」な
ど
、
学
生
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
へ
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
か
ど

か
な
ど
も
一
つ
の
注
目
点
に
な
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
「
生
の
情
報
」
を
得
る
に
は
、

進
学
し
た
卒
業
生
た
ち
と
の
つ
な
が
り

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
。

　

そ
し
て
最
も
重
要
な
の
は
、「
中
退
し

な
い
た
め
の
大
学
選
び
」
で
あ
る
。
本

誌
で
も
以
前
レ
ポ
ー
ト
し
た
よ
う
に
、

大
学
中
退
者
の
最
大
の
問
題
は「
進
路
」

だ
。
小
杉
氏
も
「
中
退
し
て
し
ま
う
と
、

新
卒
一
括
採
用
で
相
手
に
さ
れ
な
く
な

る
。
一
番
大
事
な
進
路
指
導
は
中
退
し

な
い
大
学
選
び
で
す
」
と
断
言
す
る
。

労
働
研
究
政
策
・
研
修
機
構
の
01
年「
大

都
市
の
若
者
の
就
業
行
動
と
意
識
」
調

査
で
は
、
高
等
教
育
中
退
者
は
離
学
直

後
に
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
だ
っ
た
人

は
41
・
７
％
。
そ
の
後
正
社
員
に
な
れ

た
人
は
42
・
５
％
に
対
し
て
、
正
社
員

で
な
い
人
は
30
・
４
％
も
い
た
。

　

中
退
し
な
い
大
学
選
び
は
、「
大
学

で
学
ぶ
こ
と
に
、
受
験
生
自
身
が
本
当

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
」
に

尽
き
る
。「
大
学
で
身
に
つ
け
る
べ
き

学
力
の
一
つ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
思
考
力
な
ど
の
『
汎
用
的
能

力
』
で
す
。
こ
れ
は
企
業
が
採
用
で
求

め
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
重
な
り
合
う

も
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
大
学
で
学
び

続
け
る
に
は
、
提
供
さ
れ
る
学
問
的
な

素
材
へ
の
興
味
・
関
心
が
極
め
て
大
切

で
す
」
と
小
杉
氏
は
指
摘
す
る
。

　

学
問
へ
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
す
る

に
は
大
学
の
授
業
が
手
が
か
り
に
な
る
。

特
に
中
堅
私
大
を
目
指
す
受
験
生
は
保

公
私
協
力
方
式
と

公
設
民
営
方
式
の
限
界

　

地
方
自
治
体
が
私
立
大
と
関
わ
る
方

法
と
し
て
は
、
公
私
協
力
方
式
と
公
設

民
営
方
式
が
あ
る
。

　

１
９
８
０
年
代
以
降
に
、
次
々
と
生

ま
れ
た
公
私
協
力
方
式
は
、
地
方
自
治

体
が
学
園
の
敷
地
な
ど
を
提
供
し
た
り
、

補
助
金
を
出
し
た
り
し
て
、
地
元
に
私

立
大
学
を
誘
致
す
る
も
の
だ
。
私
立
短

大
の
４
年
制
昇
格
を
支
援
す
る
こ
と
も

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
３
０
校
が
誕

生
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
公
私
協
力
方
式
が
増
え

た
背
景
に
は
、
１
９
８
０
年
代
に
地
方

の
過
疎
化
が
進
み
、
国
土
庁
が
地
方
の

活
性
化
の
た
め
に
大
学
誘
致
策
を
打
ち

出
し
た
こ
と
や
、
通
商
産
業
省
が
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
法
に
よ
っ
て
、
知
識
産
業
と

大
学
が
連
携
し
た
産･

学･

住
の
街
づ

く
り
構
想
を
打
ち
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
、
１
９
８
５
年
以
前
に
は

新
設
私
立
大
の
５
％
し
か
な
か
っ
た
公

私
協
力
方
式
が
、
そ
れ
以
降
は
新
設
の

40
％
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
少
子
化
が
進
み
、

多
く
が
地
方
の
小
規
模
大
学
だ
っ
た
公

私
協
力
方
式
の
私
立
大
は
志
願
者
が
減

少
し
て
定
員
割
れ
を
起
こ
し
、
２
０
１�

０
年
に
は
三
重
中
京
大
と
新
城
大
谷
大

が
募
集
を
停
止
し
て
い
る
。

　

中
に
は
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大

の
よ
う
に
健
闘
し
て
い
る
大
学
も
あ
る
。

大
分
県
が
１
６
０
億
円
、
別
府
市
が

42
億
円
と
土
地
を
無
償
譲
与
し
、
立
命

館
も
寄
付
金
、
私
大
等
経
常
費
補
助
金

な
ど
の
私
学
助
成
、
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
推
進
事
業
な
ど
を
フ
ル
に
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
成
功
例
は
少
数

派
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
公
設
民
営
方
式
は
、
地

方
自
治
体
が
敷
地
や
校
舎
、
施
設
な
ど

を
整
備
す
る
が
、
運
営
は
私
立
大
学
法

人
で
行
う
方
式
で
あ
る
。
職
員
の
多
く

は
そ
の
地
方
自
治
体
の
職
員
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
が
補
助
す
る
が
、
既
成
の

私
立
大
学
法
人
が
大
学
運
営
を
行
う
公

私
協
力
方
式
と
異
な
る
。

　

こ
の
方
式
で
は
、
１
９
９
２
年
の
東

北
芸
術
工
科
大
（
山
形
市
）
を
ス
タ
ー

ト
に
、
名
桜
大
（
名
護
市
）、
長
岡
造

形
大
、
千
歳
科
学
技
術
大
、
静
岡
文
化

芸
術
大
（
浜
松
市
）、
高
知
工
科
大
、

鳥
取
環
境
大
な
ど
が
誕
生
し
た
。（
表

１
）

　

こ
の
う
ち
高
知
工
科
大
と
静
岡
文
化

芸
術
大
、
名
桜
大
、
鳥
取
環
境
大
が
私

立
大
か
ら
公
立
大
に
衣
替
え（
公
立
化
）

　鳥取環境大学は、2012年に私立大から公立大に転身した。こ
こ数年定員割れに悩んでいたが、公立大への転換によって、入学
者は増加に転じ、さらなる教育研究の向上を目指している。鳥取
環境大の取材から、地方私立大の公立化について探った。

　　鳥取環境大学に見る公設民営私大
から公立大学法人への転換のねらい

地方大学の
使命と課題を見据え、
公立大に転換

特 別 レ ポ ー ト
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し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
私
立
大
と
違
っ
て
、

地
方
自
治
体
の
直
接
的
な
財
政
支
援
を

受
け
る
た
め
、
学
費
を
安
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
や
、
公
立
大
と
い
う
こ

と
で
地
方
の
進
学
校
の
受
験
生
に
受
け

入
れ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
で
あ
る
、
２
０
１
２
年
に

公
立
化
を
し
た
鳥
取
環
境
大
を
取
材
し
、

私
立
大
の
公
立
化
に
つ
い
て
、
そ
の
動

機
や
課
題
を
検
証
す
る
。

定
員
割
れ
の
背
景
に
あ
る
も
の

　

鳥
取
環
境
大
も
、
２
０
０
１
年
の
開

学
の
前
に
は
公
私
協
力
方
式
を
検
討
し

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
相
手
は
学
校

法
人
藤
田
学
院
で
、
協
議
は
不
調
に
終

わ
り
、
公
設
民
営
方
式
の
私
立
大
に

な
っ
た
。
鳥
取
県
と
鳥
取
市
が
主
体
と

な
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
公
立
大
学
で

は
な
い
の
か
と
い
う
と
、

　
「
時
代
背
景
が
『
公
か
ら
民
』
と
い

う
ト
レ
ン
ド
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時

は
公
立
大
学
法
人
が
制
度
化
さ
れ
て
お

ら
ず
、
大
学
の
運
営
権
を
理
事
会
が
持

つ
私
立
大
方
式
の
公
設
民
営
の
ほ
う
が

運
営
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
高
知
工
科
大
な
ど
公
設
民

営
私
大
が
マ
ス
コ
ミ
か
ら
脚
光
を
あ
び

て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
太
田
裕

司
企
画
監
）

　

と
こ
ろ
が
、
表
２
の
よ
う
に
２
０
０�

１
年
か
ら
３
年
間
は
何
と
か
入
学
定
員

充
足
率
１
０
０
％
を
保
っ
て
い
る
状
態

で
あ
っ
た
が
、
４
年
目
か
ら
定
員
割
れ

を
起
こ
し
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年
に
は
、
環
境
政
策
学
科

が
定
員
１
６
６
名
に
対
し
て
96
名
の
入

学
者
、環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科（
２
０
０
９

年
度
よ
り
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

に
名
称
変
更
）
が
入
学
定
員
79
名
に
対

し
て
入
学
19
名
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

が
79
名
に
対
し
て
26
名
と
大
幅
に
定
員

を
下
回
り
、
資
格
や
ス
キ
ル
に
直
結
す

る
建
築
系
や
情
報
シ
ス
テ
ム
系
が
強
い

と
い
う
、
大
方
の
予
想
と
は
異
な
る
結

果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
こ
に
地
方
の
私
立
大
が
置
か
れ
て

い
る
特
殊
な
就
職
環
境
が
影
響
し
て
い

る
。
小
泉
政
権
以
降
の
公
共
事
業
縮
小

政
策
に
よ
っ
て
、
地
方
の
建
築
業
界
は

不
況
に
陥
り
、
求
人
も
減
っ
て
し
ま
っ

た
。
鳥
取
県
も
例
外
で
は
な
く
、
建
築

業
界
は
人
気
薄
と
な
り
、
志
願
者
離
れ

が
進
ん
だ
。

　

ま
た
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
も
毎
年
79

名
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
Ｉ
Ｔ
業
界
が

地
元
鳥
取
に
は
存
在
し
な
い
上
に
、
Ｉ

Ｔ
業
界
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
多
く
、

労
働
者
を
使
い
捨
て
に
す
る
と
い
う
評

判
が
立
ち
、
高
校
生
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
業
界
と
は
言
え
な
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
に
比
べ
、
理
念
先
行
で
苦
し
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
た
環
境
系
の
学
科
は
、

同
じ
定
員
割
れ
で
も
最
近
は
底
入
れ
し

て
、
意
外
に
健
闘
し
て
い
る
。
こ
の
件

に
つ
い
て
古
澤
巌
学
長
は
、

　
「
や
は
り
ど
の
地
域
に
も
環
境
に
関

す
る
問
題
意
識
や
関
心
が
あ
る
受
験
生

が
多
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
大
学
の
持
つ
特
殊
性

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
「
地
方
の
大
学
は
、
受
験
生
が
地
元

に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
本

学
も
開
学
当
時
は
全
国
か
ら
志
願
者
が

集
ま
り
、
出
身
地
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
で
い
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
定
員
割
れ
が
進
む
に
つ
れ
、

地
元
出
身
占
有
率
が
高
ま
り
、
地
元
入

学
者
の
出
身
高
校
か
ら
の
評
価
が
影
響

し
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
進
学

校
の
生
徒
が
敬
遠
す
る
こ
と
も
出
て
く

表１　公設民営大学の志願状況

鳥取環境大学のキャンパス

大学名 所在地 設立年 入学
人員

2012 年
志願者 合格者 競争率 入学

者数
収容

定員数
在学
生数

定員
充足率

千歳科学
技術大学 北海道千歳市 1998 240 455 378 1.2 225 960 936 0.98 

東北芸術
工科大学 山形市 1992 481 2,437 882 2.8 595 1,854 2,238 1.21 

東北公益
文科大学 山形県酒田市 2001 235 299 245 1.2 135 960 634 0.66 

長岡造形
大学　　 新潟県長岡市 1994 230 243 213 1.1 158 920 808 0.88 

九州看護
福祉大学 熊本県玉名市 1998 360 1,221 674 1.8 381 1,440 1,561 1.08 

①ホームページなどで確認。　②志願者は一般入試＋推薦入試など。
③競争率は志願者／合格者。　④収容定員や在学者数などは４学年総計。学部のみ。
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る
わ
け
で
す
。
地
元
進
学
校
か
ら
の
指

定
校
推
薦
出
願
者
が
少
な
い
の
は
そ
の

た
め
で
す
」

　

定
員
割
れ
を
解
消
す
る
に
は
、
と
も

か
く
志
願
者
数
を
増
や
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
古
澤
学
長
を
先
頭
に
地
元
や
近
県

の
高
校
を
熱
心
に
訪
問
し
、
志
願
者
増

に
努
め
た
と
い
う
。
い
わ
ば
志
願
者
の

底
ざ
ら
い
で
あ
る
。

　

非
進
学
校
か
ら
の
志
願
者
で
も
、
環

境
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
向
学
心
が
あ

れ
ば
、
当
然
受
け
入
れ
る
。
そ
の
た
め

に
学
力
以
外
の
能
力
や
資
質
を
見
る
Ａ

Ｏ
入
試
や
推
薦
入
学
の
枠
を
広
げ
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
結
果
、
進
学
校
か
ら

の
志
願
者
は
減
り
、
入
学
偏
差
値
は
下

が
り
、
そ
れ
が
要
因
で
、
志
願
者
減
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
地
元
化
→
志
願

減
→
底
ざ
ら
い
作
戦
→
入
学
偏
差
値
低

下
→
地
元
進
学
校
受
験
生
か
ら
の
人
気

薄
→
地
元
非
進
学
校
出
身
者
増
→
地
元

化
」
と
い
う
悪
循
環
で
あ
る
。

　

特
に
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
や

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
な
ど
、
他
大
学
と

競
合
す
る
学
科
に
、
そ
の
傾
向
は
顕
著

に
表
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

２
０
０
９
年
度
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で

の
３
２
４
人
の
定
員
を
２
７
６
人
に
減

ら
し
た
も
の
の
、
表
２
の
よ
う
に
入
学

者
は
１
５
０
人
前
後
で
横
ば
い
。
単
年

度
赤
字
を
避
け
る
お
お
よ
そ
の
損
益
分

岐
点
と
な
る
入
学
定
員
は
２
５
０
人
な

の
で
、
そ
の
後
も
厳
し
い
状
況
は
続
い

て
き
た
。

公
立
化
へ
の
展
望
と
決
断

　

鳥
取
環
境
大
は
、
ど
う
す
べ
き
か
に

つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
含
め
情
報
収

集
を
し
、
会
議
を
重
ね
て
、
今
回
の
公

立
化
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。

　

そ
れ
に
は
成
功
例
が
あ
っ
た
こ
と
が

大
き
い
。
同
じ
公
設
民
営
の
高
知
工
科

大
が
２
０
０
９
年
に
公
立
化
し
た
途
端

に
競
争
率
が
ア
ッ
プ
。
入
学
者
も
増
加

し
、
今
ま
で
の
定
員
割
れ
に
よ
る
欠
員

を
補
充
し
て
、
お
つ
り
が
く
る
状
態
に

な
っ
た
。

　

沖
縄
県
の
名
桜
大
も
２
０
１
０
年
に

公
立
化
し
、
こ
ち
ら
も
競
争
率
が
上
が

り
、
今
ま
で
の
入
学
定
員
充
足
率
の
マ

イ
ナ
ス
の
状
況
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

　

公
立
大
も
法
人
化
す
れ
ば
学
校
経
営

が
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
こ
と
も
大
き

な
契
機
に
な
っ
た
。

　

鳥
取
だ
け
で
な
く
、
地
方
の
進
学
校

で
は
国
公
立
大
に
現
役
何
名
合
格
と
い

う
数
字
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
高
校

を
志
望
す
る
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
中
学

教
師
や
保
護
者
も
高
校
選
び
の
際
に
進

学
実
績
を
最
も
重
視
す
る
。

　

鳥
取
環
境
大
も
公
立
化
に
よ
っ
て
、

こ
の
数
字
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

表
２
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
公
立

化
を
公
表
し
た
２
０
１
１
年
か
ら
入
学

者
が
急
増
し
、
公
立
化
１
年
目
の

２
０
１
２
年
は
久
し
ぶ
り
に
入
学
定
員

を
上
回
っ
た
。

　

同
大
学
の
人
気
復
活
に
は
、
公
立
化

以
外
に
も
学
部
改
革
の
影
響
も
無
視
で

き
な
い
。

　

社
会
科
学
系
に
ウ
エ
イ
ト
が
置
か
れ

て
い
た
環
境
政
策
学
科
は
、
２
０
０
９

年
に
は
理
系
を
重
視
し
た
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
と
環
境
政
策
経
営
学
科
に

改
編
し
た
。
２
０
１
２
年
か
ら
は
、
定

員
割
れ
が
厳
し
か
っ
た
建
築
・
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
や
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
を

見
直
し
し
、
環
境
学
部
と
経
営
学
部
を

創
設
し
た
。

　

そ
の
た
め
50
名
の
教
員
の
う
ち
19
名

が
新
規
に
採
用
さ
れ
、
大
幅
に
入
れ
替

わ
っ
た
。
公
立
化
と
と
も
に
イ
メ
ー
ジ

チ
ェ
ン
ジ
を
し
た
の
で
あ
る
。

　

新
し
く
で
き
た
経
営
学
部
は
、

　
「
環
境
問
題
に
取
り
組
む
う
え
で
、

鳥
取
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
つ
つ
、

持
続
可
能
な
経
済
発
展
を
目
ざ
す
に
は
、

実
践
的
な
経
営
学
が
ふ
さ
わ
し
い
、
と

い
う
判
断
が
根
底
に
あ
っ
た
」（
古
澤

学
長
）
と
い
う
。

　

山
陰
地
方
に
は
経
営
学
部
が
な
く
、

地
元
産
業
界
か
ら
も
、
将
来
に
事
業
経

営
を
担
う
人
材
の
育
成
を
要
望
す
る
声

も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
学
部
の
国
際
経
営
系
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
今
後
経
済
発
展
が
期
待
さ
れ

る
ロ
シ
ア
や
韓
国
、
中
国
な
ど
、
日
本

海
沿
岸
諸
国
と
の
経
済
連
携
や
交
易
の

増
大
を
見
越
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
現

に
鳥
取
県
の
中
小
企
業
の
中
に
は
、
そ

れ
ら
の
国
と
の
交
易
が
進
ん
で
お
り
、

そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
意
味
で
も
、

地
域
の
現
実
と
将
来
を
見
据
え
た
研

究
・
教
育
を
目
ざ
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
環
日
本
海
経
済
論
や
北
東
ア

ジ
ア
の
産
業
企
業
研
究
な
ど
の
科
目
に

も
表
れ
て
い
る
。
過
去
に
も
２
０
０
７

年
に
韓
国
の
清
州
大
学
と
学
生
交
流
活

動
を
開
始
し
て
い
る
。

　

環
境
学
部
に
は
、
自
然
環
境
保
全
・

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
循
環
型
社
会
形

古澤 巌 鳥取環境大学学長
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成
・
居
住
環
境
の
４
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
公
害
対
策

や
自
然
環
境
保
全
が
大
き
な
課
題
に
な

り
つ
つ
あ
る
ロ
シ
ア
や
韓
国
、
中
国
の

経
済
発
展
の
中
で
、
国
際
的
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
専
門
家
の
育
成
の
場
と

し
て
、
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
加
え
て
、
古
澤
学
長
は
、「
公

立
大
学
に
な
る
以
上
、
今
ま
で
以
上
に

表２　鳥取環境大学の入学状況の推移

地
域
の
経
済
振
興
に
貢
献
す
る
人
材
の

育
成
に
力
を
入
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
」
と
語
る
。

　

そ
の
視
点
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
見
直

し
、
経
営
学
部
に
は
事
業
創
造
論
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
論
な
ど
も
展
開
し
、
地
域
で
起
業
を

す
る
よ
う
な
人
材
の
育
成
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
。

し
て
、
受
験
者
・
入
学
者
を
増
や
せ
ば
、

結
果
と
し
て
総
収
入
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ

ら
な
く
な
る
。

　

ま
た
私
立
大
に
は
、
私
学
助
成
金
が

公
布
さ
れ
て
い
る
が
、
公
立
大
に
な
る

と
、
そ
の
私
学
助
成
は
な
く
な
る
半
面
、

県
や
市
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
が
受
け

ら
れ
る
。
県
や
市
は
、そ
の
分
、総
務
省

か
ら
地
方
交
付
税
交
付
金
が
出
る
の
で
、

地
方
自
治
体
の
財
政
負
担
は
変
わ
ら
な

い
こ
と
に
な
り
、
一
般
県
民
の
懸
念
は

あ
た
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

２
０
１
３
年
入
試
が
試
金
石
と
な
る

　

次
に
入
試
状
況
に
つ
い
て
み
て
み
よ

う
。

　

表
２
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
公

立
化
が
は
っ
き
り
し
た
２
０
１
１
年
入

試
か
ら
、
志
願
者
が
増
加
し
、
入
学
定

員
に
近
い
入
学
者
が
確
保
で
き
た
。
こ

れ
は
、
入
学
時
は
私
立
大
で
も
卒
業
時

に
公
立
大
卒
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る

先
行
投
資
の
要
素
が
あ
っ
た
。

　

公
立
化
元
年
の
２
０
１
２
年
入
試
は
、

受
験
生
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト

が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

ま
ず
第
１
に
学
費
が
安
く
な
っ
た
。

県
内
出
身
か
県
外
出
身
か
で
入
学
金
に

10
万
円
弱
の
差
が
あ
る
も
の
の
、
初
年

度
納
入
金
は
、
公
立
化
前
の
１
２
５
万

円
ま
た
は
１
５
５
万
円
か
ら
約
82
万
円

（
県
内
は
72
万
円
）
に
下
が
り
、
そ
の

う
ち
授
業
料
は
１
０
０
万
円
ま
た
は
１�

３
０
万
円
か
ら
約
54
万
円
に
下
が
っ
た
。

　

第
２
に
、
私
立
大
学
方
式
に
よ
る
入

試
だ
っ
た
た
め
、
他
の
国
公
立
大
と
併

願
で
き
た
。
高
知
工
大
の
公
立
化
元
年

の
入
試
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う

な
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
志
願
者
が
集
ま
る
大
き
な
要
素
と

な
っ
た
。

　

鳥
取
環
境
大
の
場
合
は
、
学
部
の
新

設
が
あ
っ
た
の
で
、
単
純
に
は
比
較
で

き
な
い
が
、
比
較
的
好
調
だ
っ
た
２
０�

１
１
年
の
定
員
２
７
６
名
・
志
願
者
４�

６
０
名
・
合
格
者
３
７
２
名
・
入
学
者

２
２
３
名
と
比
べ
て
も
、
２
０
１
２
年

は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
７
６
名
・
２
７
５
３

名
・
６
１
４
名･

２
９
６
名
と
な
っ
て

お
り
、
人
気
復
活
を
印
象
付
け
た
。

　

ま
た
志
願
者
・
入
学
者
と
も
に
県
外

勢
が
増
加
し
、
西
日
本
一
帯
か
ら
集

ま
っ
て
き
て
い
る
。
２
０
１
０
年
以
前

は
入
学
者
の
60
％
近
く
が
県
内
出
身
者

だ
っ
た
が
、
環
境
学
部
は
17
％
、
経
営

学
部
は
31
％
に
減
少
し
た
。
県
外
の
入

学
生
の
９
割
は
関
西
以
西
出
身
者
で
、

西
日
本
型
広
域
の
公
立
大
へ
の
イ
メ
ー

ジ
チ
ェ
ン
ジ
進
行
中
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
学
生
の

　

た
だ
、
一
般
県

民
の
中
に
は
、
学

費
が
高
い
私
立
大

か
ら
国
立
大
並
み

の
学
費
に
下
げ
る

と
、
県
や
市
の
負

担
が
増
加
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い

う
懸
念
も
あ
る
。

　

確
か
に
、
学
生

一
人
に
対
し
、
１�

０
０
万
円
以
上
の

学
費
が
と
れ
る
私

立
大
に
比
べ
、
約

４
割
も
金
額
を
下

げ
た
公
立
大
と
な

れ
ば
、
大
幅
な
収

入
ダ
ウ
ン
に
な
っ

て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
公
立

化
で
学
費
を
安
く
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多
様
化
も
進
み
、
地
元
進
学
校
の
受
験

生
や
保
護
者
が
見
直
す
気
運
も
高
ま
る

で
あ
ろ
う
。
当
然
、
入
学
偏
差
値
も
上

が
り
、
前
述
の
よ
う
な
悪
循
環
か
ら
脱

出
で
き
る
。

　

公
立
大
学
と
し
て
地
元
も
重
視
し
て

い
る
。
指
定
校
推
薦
の
代
り
に
推
薦
入

試
に
地
域
枠
と
専
門
高
校
枠
を
設
け
、

環
境
学
部
・
経
営
学
部
と
も
に
募
集
人

員
43
名
の
う
ち
、
県
内
地
域
枠
15
名
、

専
門
高
校
枠
８
名
の
枠
を
設
け
て
い
る
。

県
内
の
商
業
高
校
や
工
業
高
校
の
生
徒

に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
優
先
枠
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
２
０
１
２
年
は
、
様
々

な
条
件
に
よ
っ
て
増
加
し
た
が
、

２
０
１
３
年
入
試
は
他
の
国
公
立
大
と

同
じ
試
験
日
程
に
な
り
、
一
般
入
試
は

全
員
に
セ
ン
タ
ー
試
験
を
課
す
こ
と
に

な
る
。
こ
こ
で
改
め
て
鳥
取
環
境
大
の

評
価
が
定
ま
る
だ
ろ
う
。

　

幸
い
Ａ
Ｏ
入
試
は
好
調
で
、
募
集
人

員
を
14
名
か
ら
10
名
に
減
ら
し
た
が
、

志
願
者
は
１
１
５
名
と
昨
年
に
比
べ
９

名
増
加
し
た
。

　

地
域
枠
と
専
門
高
校
枠
を
設
け
た
推

薦
入
試
も
出
足
は
順
調
で
、
志
願
者
は

約
１
３
０
名
、
志
願
倍
率
は
約
１
・
６

倍
と
な
っ
て
い
る
。
公
立
化
前
の
２
０�

１
１
年
の
推
薦
入
学
と
は
簡
単
に
比
べ

ら
れ
な
い
が
、
優
秀
な
志
願
者
も
少
な

く
な
い
と
い
う
。

　

一
方
、
一
般
入
試
は
表
３
の
と
お
り

で
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
な
ど
は

な
く
な
り
、
前
期
試
験
日
は
２
月
25
日
、

後
期
試
験
日
は
３
月
13
日
で
、
他
の
公

立
大
と
同
じ
日
程
に
な
っ
た
。

　

注
目
の
前
期
は
Ａ
方
式
と
Ｂ
方
式
に

分
か
れ
、
Ａ
方
式
が
国
公
立
大
入
試
タ

イ
プ
、
Ｂ
方
式
が
私
立
大
入
試
タ
イ
プ

で
あ
る
。
後
期
は
、
環
境
学
部
は
セ
ン

タ
ー
試
験
が
私
大
理
系
型
、
経
営
学
部

が
私
大
文
系
型
で
、
個
別
学
力
検
査
は
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と
も
に
小
論
文
だ
か
ら
、
受
験
生
と
し

て
は
受
け
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
後
期
は
募
集
人
員
が
各
学
部
25
名
だ

か
ら
、
倍
率
は
高
く
な
り
そ
う
だ
。

　

こ
の
２
０
１
３
年
入
試
で
、
し
っ
か

り
入
学
者
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
が
、

今
後
の
鳥
取
環
境
大
の
公
立
化
の
真
価

を
問
う
試
金
石
と
な
ろ
う
。

高
校
生
に
未
知
の
テ
ー
マ
を

探
求
す
る
大
学
選
び
を

　

古
澤
学
長
は
、
鳥
取
環
境
大
に
限
ら

ず
、
受
験
生
や
高
校
の
進
路
指
導
教
員

の
大
学
選
び
に
対
し
て
、

　
「
志
望
校
選
択
が
大
学
ブ
ラ
ン
ド
に

ウ
エ
イ
ト
を
置
き
す
ぎ
る
印
象
で
す
。

そ
の
大
学
で
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て

い
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
専
門
分
野

の
教
員
が
い
る
か
を
よ
く
調
べ
て
志
望

大
学
や
学
部
を
選
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

分
野
に
よ
っ
て
は
、
東
京
大
学
よ
り
優

れ
た
研
究
や
教
育
を
し
て
い
る
大
学
は

い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

　

高
校
生
に
は
未
知
の
研
究
分
野
が
あ

り
、
そ
れ
を
探
究
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、

ど
の
よ
う
な
学
部
学
科
が
あ
る
か
、
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
に
は
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
、
そ
の
具
体
的
リ

サ
ー
チ
か
ら
進
学
対
策
が
始
ま
る
と
思

い
ま
す
。

　

特
に
理
工
系
は
学
部
レ
ベ
ル
だ
け
で

な
く
、
大
学
院
の
研
究
分
野
に
つ
い
て

も
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
理
工
系

の
研
究
は
実
質
的
に
大
学
院
か
ら
始
め

る
と
い
う
の
が
、
現
在
の
大
学
教
育
の

実
状
で
す
か
ら
…
」
と
助
言
す
る
。

　

地
域
社
会
の
発
展
は
、
将
来
の
日
本

の
不
可
欠
な
課
題
で
あ
り
、
大
都
市
に

集
中
す
る
大
学
と
は
違
っ
た
使
命
を

持
っ
て
い
る
。

　

古
澤
学
長
は
、
幅
広
い
地
域
貢
献
の

大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
考
え
て
お
り
、

　
「
地
域
学
部
・
医
学
部
・
工
学
部
・

農
学
部
を
擁
す
る
鳥
取
大
と
も
連
携
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
互
い
の
学
部
を

合
わ
せ
れ
ば
、
有
数
な
総
合
大
学
に
な

る
と
思
い
ま
す
」
と
指
摘
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
鳥
取
大
の
地
域
学
部
で

は
、
地
域
教
育
学
科
で
小
学
校
教
員
免

許
が
取
得
で
き
、
鳥
取
環
境
大
に
な
い

要
素
も
補
え
る
。

　

そ
の
点
で
は
、
確
か
に
産
業
で
い
え

ば
異
業
種
連
携
と
も
言
う
べ
き
メ
リ
ッ

ト
も
多
く
、
地
方
で
は
国
公
私
立
の
枠

を
こ
え
た
大
学
連
携
も
今
後
増
え
て
い

く
で
あ
ろ
う
。
10
年
後
の
日
本
と
地
域

社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
職
業
人

と
し
て
生
き
る
の
か
、
生
徒
に
考
え
る

機
会
を
与
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

�

（
取
材
・
執
筆
／
木
村
誠
）

学部 入試区分
募集人員 センター試験教科 個別試験教科

環境学部
環境学科
138 人

前期 A 方式
45 人

国、地歴公民から１、
数から２、理、外 ５教科６科目 数・化学・生物

から１

前期 B 方式
20 人

国、 数・ 理 か ら １、
外 ３教科３科目 数・化学・生物・

英から１

後期
25 人 数から２、理、外 ３教科４科目 小論文

経営学部
経営学科
138 人

前期 A 方式
45 人

国、地歴公民から２、
数、外

４～５教科
５科目 数・英から１

前期 B 方式
20 人

国、地歴公民・数
から１、外 ３教科３科目 数・英から１

後期
25 人

地歴公民・数から２、
外

２～３教科
３科目 小論文


